
 



 

 
 

 

  
 

 
 

                                    
                                            



 



 

Ⅰ 質の高い幼児期の教育を求めて 

～今年度の研修より～ 
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・ ザリガニと遊んでいたＡ児が「このザリガニ、ハサミが大きいのに優しい」と話すと、近くにい
たＢ児が「じゃあそのザリガニちゅうりっぷさんにあげる？」と提案する。Ｂ児「だってちゅうり
っぷさんは凶暴なザリガニだと怖がるもん。」と言うと、「え～、でも俺そのザリガニ好きだから
あげたくないな…」とＣ児。それを聞いてＡ児「じゃあ、ちゅうりっぷさんにあげるザリガニ釣り
に行こう」と言うと、他の子も「いいね！じゃあゆりさんの分も釣ってこよう」と張り切っている。 

 

 
・ 子ども達と一緒に図書室からザリガニの図鑑を借りて、疑問に思ったことを調べられるよ 

うにした。 

 

ウ 評価の実践（６月下旬） 

なぜ、このように子ども達が継続してザリガニ釣りに向かったかということと、ここから派生 
したことは何かということを話し合った。 

（ア）クラスの様子 

野菜やナツグミを収穫した際に「ちゅうりっぷさん（年少児）とゆりさん（年中児）にも持っ 

ていこう」という声が聞かれるようになった。持って行った収穫物を食べた年下の友達から「お 

いしかったよ」「ありがとう」と言われると嬉しそうな表情が見られ、「またたくさんとれたら 

あげようね」と話す姿が見られた。 

 

  

 

 

 

 

 

（イ）評価 

気の合う友達と好きな遊びを楽しむ中で、少しずつ子ども達の中から「年下の友達のためにし 

てあげたい」という声が聞かれるようになってきた。そのため、今まではあげたくないと言って 

いたザリガニを「あげる」という声が出てきたのではないか。また、今いるザリガニはあげたく 

ないという子もいたが年下の友達のために釣ってこようと言う提案に「いいね」と賛成する声が 

あがったのではないか。 

   ザリガニ釣りに行った時に、園庭にいる年下の友達に「釣れたよ～」と知らせに来る子がいた 

り、見に来た年下の友達に釣り竿を貸してあげたりする姿が見られた。自分たちが十分に遊びを 
楽しんだことで満足し、その思いを周りに向けたくなった結果、少しずつ年下の友達に気持ちが 
向いて行ったことがうかがえた。 

 

（ウ）その後の姿 

 

 

 

 

 

 

 

５ 成果 

・ 記録と評価をもとに指導計画を見直したことで、幼児の姿と教師の指導との間に生じたずれに気
付き、幼児理解に基づいた指導の見直しや、環境の再構成につなげることができた。幼児が人と関
わる力を育むことができるよう、評価を踏まえた指導計画の見直しを継続していく必要がある。 

・ 「10の姿」を手掛かりとしながら幼児の活動する姿を見ることで、どのような資質・能力が育ま
れているかをより具体的に教師間で考察して、指導計画の作成・見直しに生かすことができた。 

・ 指導計画の見直しをする中で幼児理解が深まり、個々に合わせた援助につなげることで、人と関
わる力が育まれていくことを確かめられた。 

 

６ 課題 

・ 「10 の姿」を手掛かりとした計画の見直しは今年度から取り組み始めたので、視点としてもつ
ことができたが、大きな見直しはできなかった。今後は、さらに幼児の実態に応じた見直しを進め
ていく。 

・ 評価を通して幼児のよさや変容を広げるために、環境構成や援助の妥当性をさらに探っていく必
要がある。 

・ 小学校につなぐ手立ての一つとしての「10の姿」を意識したい。そして、小学校の先生方や保護
者、地域の方々に、幼児の成長を促す保育を語ることができる職員をめざしたい。 

年中児に、釣り竿の作り方
を教えているところ。 

 自分たちが作った遊びの場
に年下の友達が遊びに来てく
れて、「大人気だ」と嬉しそ
うな様子。 
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Ⅱ 幼児期の教育の充実のために 

 



１ 令和２年度学校教育指導指針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「学校教育指導指針」は、県の教育施策や指

標といった教育実践を進める上で押さえておき

たい広い視点と、教育活動や各教科等の指導上

の重点といった、実際の授業等を充実させる上

での足下を見つめ直すポイントが示されていま

す。 

本指針は、学校や先生方自身の教育実践を見

つめ直し、改善の方向性を定めて、子供たちの

望ましい成長のために、その充実に向けて取り

組むことができるよう、県内小・中学校全職員

に配布されているものです。       

 

就学前の学校教育としての幼児期の教育  

の充実と幼児教育施設から小学校への滑ら  

かな接続を図るためにも、校種を越えた理  

解と連携が必要です。そのため、学校教育  

指導指針では、「共通事項として取り組む  

内容」として「幼児期の教育」が位置付け  

られています。  

指針には、その時々の重点施策や本県学  

校教育に対する基本的な考え方が示されて  

います。時代や社会の変化を敏感に見極め、  

的確な判断ができるように、広い視点で全  

体を見渡すことと、足下を見つめ直し目の  

前の子供たちに必要なことをしっかりと指  

導していくことの両面をもち合わせながら、  

日々の教育実践にあたる必要があります。  

「令和２年度学校教育 

指導指針」こちらから 

               ☞☞☞ 
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Ⅲ 幼児期の教育関係資料 
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ウ 幼保連携型認定こども園数及び園児数の推移〔各年度５月１日現在〕 

 

      

 

区分 

年度 

 園 数 園  児  数 

総 数(園) 公立(園) 私 立(園) 総 数(人) 公立(人) 私 立(人) 

平成 28 年度 42 ５ 37 6,035 355 5,680 

平成 29 年度 49 ８ 41 6,636 597 6,039 

平成 30 年度 65（分園２を含む） ９ 56（分園２を含む） 7,780 649 7,131 

令和元年度 79（分園２を含む） １０ 69（分園２を含む） 9,142 746 8,396 

令和２年度 95（分園３を含む） １３ 82（分園３を含む） 10,675 965 9,710 

 

 

（３）類型別施設数と所管及び小学校数〔令和２年５月１日現在〕 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国立幼稚園 １ 

私立幼稚園 37 

私立幼稚園型認定こども園 11 

幼保連携型認定こども園 92 

保育所 286 

保育所型認定こども園 ８ 

公立幼稚園 35 

公立幼稚園型認定こども園 １ 

教育委員会事務局 

学校教育課 

義務教育担当   

36 

ふるさと振興部 

学事振興課 

48 

保健福祉部 

子ども子育て支援室 

386 

本県の組織 

公立 

小学校 

302 

県外等に就学す

る場合もあります

が、多くの幼児は

県内の国公立小学

校に就学します。 

類型別施設数と所管 

施設類型と小学校 

国立 

小学校 

１ 
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